
 国土交通省 近畿地方整備局 京都国道事務所 
 京都市  
 

国道２４号烏丸通歩行者・自転車通行安全協議会 

第１回ワークショップを開催しました 
国道２４号烏丸通は、沿道に東本願寺が立地、さらに京都駅・五条駅から近いこともあり、日常的な

通行や商業・業務の利用の他、観光利用が非常に多い状況です。そのため、特に歩道上では、歩行者と
自転車が錯綜する状況も見られます。 

国道２４号烏丸通における、歩行者及び自転車利用者の安心・安全な道路環境づくりを目指し、地
域の皆さまと意見交換を行うため、第１回ワークショップを開催しました。 
 

第１回ワークショップの開催内容  
ワークショップの目的 

歩行者及び自転車利用者の安心・安全な道路環境づ
くりのため、自転車の正しい交通ルールの理解、歩行者・自
転車の利用環境整備の理解を深めることを目的とします。 
 

第１回ワークショップの内容 
■開催日程 
 尚徳学区 下京中学校 １Ｆ 地域交流室 
 5 月 31 日（木）10：00～11：30 

 皆山学区 下京渉成小学校 地域交流ルーム 
 6 月 1 日（金）18：30～20:00 

 稚松学区 元六条院小学校 くつろぎひろば 
 6 月 5 日（火）10：00～11：40 
 

■開催内容 
  ・自転車の交通ルールについて 
  ・全国および京都市内の取組み紹介  等 
 

第２回ワークショップを８月頃に実施する予定です。 
烏 丸通 を普 段から利 用 されている方 、烏丸 通 に関 心のある方であれば、どなたでも参加 可 能ですの

で、皆さまの参加をお待ちしています。 
■第２回ワークショップの開催内容（予定） 
・利 用 者 アンケート調 査 の結 果     
・アンケート結 果 を踏 まえた整 備 方 針 （案 ）の提 示  
・今 後 の予 定  など  

 

お問合せ 
国土交通省 近畿地方整備局 京都国道事務所 管理第二課 
担当：明知（あけち）、 石田（いしだ） 
TEL: 075-351-3300（代表） FAX：075-351-3411 

ワークショップの対象範囲 
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第１回ワークショップでのご意見 
第１回ワークショップでは合計４３名の方にご参加頂きました。対象区間や周囲の道路における、交通

ルールの遵守、歩行者・自転車通行の安全対策、道路環境整備に関するご意見が挙げられました。 

■交通ルールの遵守について 
・街頭啓 発を行っているが、自動 車・自 転車・歩 行 者が交 通ルールを守らない
印 象がある。住 民の啓 発 のみでは効 果が期待 できないため、指導・取 締り方
法の改善を考える必要がある。 

・五条通の自転車道の整備により、歩道を歩きやすくなったと感じている。また、
市管理の道路では矢羽根マークの整備を進めていると聞いて、自転車に乗る
際は積極的に車道を通行したいと感じた。 

・五 条 通 以 北 の矢 羽 根 マークが整 備 された道 路 では、自 動 車 はスピードを抑
え、自転車は左端を走り、お互いに気を使いながら通行しているように感じる。 

・五 条 通 は自 転 車 道があるので自 転 車 は本 来 自 転 車 道を通 らないとダメであ
るが、歩道を通行する自転車が見られる。交通ルールが理解されていない。 

・烏丸通の丸太町通～御池通付近は、カラー舗装してあるが、路上駐停車が
多く自 転 車 の通 行 は危 ない。歩 道 も歩 行 者 が多く、自 転 車を押 して通 行 す
るのも不 安定である。啓 発 だけでは路上 駐 停 車 等の状 況が変 わらないため、
異なる対策をとる必要がある。 

■歩行者・自転車の道路環境整備について 
・市内の幹線道路の自転車通行空間が、統一した整備形態になると分かりや
すいが、各道路で整備形態が異なるとややこしい。 

・対象区間は、バス運行が多く、タクシーも多いという環境の中で、安全な自転
車通行空間のあり方を検討する必要がある。 

・東 本 願 寺 前 は、歩 行 者 や自 転 車 が真 っ直 ぐに通 行 できるようになると良 い。
国道２４号沿いを曲がることになると通行しづらい。 

・自転車を良く乗る立 場からすると、「双方向の自 転 車道」は中央線をはみ出
すため危険であり、車道通行や左側通行の方が安全である。 

・新町通は「自転車専用通行帯」が整備され、自転車の通行位置がわかりや
すい。しかし、スーパー付近 など駐停車車両があり、自転車は、車道側に膨ら
むか、歩道を通行することになる。 

・烏丸通で想定している具体的な整備イメージを示してほしい。 
・住民の意 見を取 り入れながら、良いまちづくり、安 全 な道路 環 境につなげてほ
しい。 

・自 転 車 通 行 空 間 が整 備 されたタイミングで、啓 発 パンフレット等 を配 布 し、ル
ール・マナー等を周知すると効果があると思う。 

■歩行者や自転車の安全対策について 
・夜間の自転車通行時は不安があるため、車道での自転車通行空間の整備
時には、夜間の安全対策も併せて検討してほしい。 

・訪日外国人へのルール・マナーの周知を徹底してほしい。 
・タクシー車体等を利用した注意喚起や啓発を行ってはどうか。 

 

 
尚徳学区での開催風景 

 

 

皆山学区での開催風景 

 

 

稚松学区での開催風景 

 




